
税金・融資のご相談は☎078－393－1817へ。 保険医年金・休業保障・グループ保険のお問い合わせは☎078－393－1805へ。（朝９時30分から)

発行所　兵庫県保険医協会

　　　　 〠650-0024 神戸市中央区海岸通1丁目2-31
　　　　 神戸フコク生命海岸通ビル5F ☎078･393･1801
　　　　 （1部350円送料共･年間購読料12,000円）
　　　　 振替01190-1-2133
（会員の購読料は会費に含まれています）

第 号

（１） (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞

http://www.hhk.jp/1655
2011年 5月25日

２０１１年(平成２３年)５月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１６５５号

　

や
は
り
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所

は
炉
心
溶
融
（
メ

ル
ト
ダ
ウ
ン
）
し

て
い
た
の
だ
。
事

故
発
生
当
初
か
ら
外
国
は
こ
の

最
悪
の
事
態
を
想
定
し
て
、
日

本
在
住
の
自
国
民
へ
警
告
を
発

し
対
処
し
て
い
た
。
そ
れ
な
の

に
、
わ
が
国
の
リ
ー
ダ
ー
や
専

門
家
た
ち
の
想
像
力
の
乏
し
さ

は
何
と
し
た
こ
と
か
。
核
燃
料

棒
の
入
っ
た
容
器
の
水
面
が
何

セ
ン
チ
上
が
っ
た
、
下
が
っ
た

と
右
往
左
往
し
、
児
戯
に
も
等

し
い
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
の
散

水
な
ど
、
本
質
か
ら
ず
れ
た
対

応
で
時
間
を
空
費
し
た
。
原
発

が
安
全
・
安
心
・
安
価
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
で
な
い
こ
と
は
明
ら

か
だ
。
十
分
な
国
民
的
議
論
を

重
ね
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

見
直
し
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う

▼
今
回
の
事
故
の
究
明
に
、
人

間
の
入
れ
な
い
放
射
能
汚
染
の

高
い
場
所
で
活
躍
で
き
る
ロ
ボ

ッ
ト
は
わ
が
国
に
は
な
く
て
、

外
国
に
依
存
し
た
。
巨
額
の
国

家
予
算
を
つ
け
た
ロ
ボ
ッ
ト
技

術
の
開
発
が
、
上
海
万
博
で
バ

イ
オ
リ
ン
を
弾
く
ロ
ボ
ッ
ト
を

紹
介
し
た
こ
と
で
事
足
り
る
と

す
る
な
ら
、
研
究
者
た
ち
の
猛

反
省
を
促
し
た
い
▼
原
発
を
監

視
す
る
原
子
力
安
全
・
保
安
院

と
原
発
を
推
進
す
る
経
済
産
業

省
が
、
同
じ
根
っ
こ
で
つ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
驚
い

た
。
人
事
の
面
で
の
交
流
（
混

同
）
も
あ
っ
た
様
子
。
矛
盾
も

甚
だ
し
い
。
明
確
に
分
離
・
独

立
し
た
組
織
で
な
け
れ
ば
、
原

発
の
安
全
性
は
確
保
で
き
な
い

と
思
わ
れ
る
▼
戦
後
65
年
、
わ

が
国
は
平
和
憲
法
に
守
ら
れ

て
、
戦
争
を
し
な
い
国
、
平
和

な
国
と
し
て
過
ご
し
て
き
た

が
、
平
和
ボ
ケ
が
国
中
に
蔓
延

し
て
、
危
険
を
察
知
す
る
感
覚

が
鈍
く
な
っ
た
り
、
危
機
に
対

す
る
想
像
力
が
働
か
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
を
憂
う
。（
硝
子
）

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

被災地歯科医療支援参加記 ２･３面

６面診内研より　
百日咳の実験室診断

研
面
究

共済懇話会
第５回総会

　

協
会
も
参
加
す
る
「
共
済
の

今
日
と
未
来
を
考
え
る
兵
庫
懇

話
会
」
は
５
月
14
日
、
協
会
会

議
室
で
結
成
４
周
年
・
第
５
回

総
会
と
、
自
主
共
済
規
制
問
題

講
演
会
を
開
催
。
協
会
会
員
や

市
民
ら
71
人
が
参
加
し
た
。

　

同
会
は
、
協
会
の
「
休
業
保

障
制
度
」
な
ど
自
主
共
済
を
運

営
し
て
い
る
県
下
の
団
体
が
力

を
合
わ
せ
、
不
当
な
自
主
共
済

規
制
を
盛
り
込
ん
だ
新
保
険
業

法
か
ら
の
適
用
除
外
や
、
自
主

共
済
存
続
の
た
め
の
取
り
組
み

と
交
流
を
行
う
た
め
２
０
０
７

年
に
結
成
さ
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
池
内
春
樹
協
会

理
事
長
の
あ
い
さ
つ
を
は
じ

め
、
県
知
的
障
害
者
施
設
利
用

者
互
助
会
の
福
田
和
臣
氏
な
ど

参
加
団
体
代
表
が
、
各
団
体
の

自
主
共
済
の
社
会
的
役
割
や
現

状
に
つ
い
て
訴
え
た
。

　

内
村
之
衛
・
県
勤
労
者
山
岳

連
盟
事
務
局
長
が
活
動
報
告
と

方
針
を
提
案
し
た
。
内
村
氏

は
、
一
昨
年
の
政
権
交
代
後
、

当
時
の
亀
井
静

香
金
融
担
当
大

臣
が
懇
話
会
参

加
団
体
の
要
請

に
応
え
、
自
主

共
済
救
済
の
方

策
を
講
じ
る
よ

う
金
融
庁
の
担

当
局
長
に
指
示

し
情
勢
が
大
き

く
転
換
し
、
保

険
経
理
人
の
関

与
や
一
般
社
団

法
人
格
取
得
要

件
な
ど
を
条
件

と
す
る
、
自
主

共
済
存
続
の
内
容
を
盛
り
込
ん

だ
保
険
業
法
再
改
正
法
案
が
昨

年
11
月
の
参
院
本
会
議
で
全
会

一
致
で
可
決
・
成
立
、
今
年
５

月
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
報
告

し
た
。

　

内
村
氏
は
、
今
回
の
保
険
業

保
険
業
法
適
用
除
外
へ

活
動
を
ね
ば
り
強
く

日　　時　６月19日（日）13時30分～　
会　　場　チサンホテル神戸（「高速神戸駅」１分）
記念講演　15時30分～

　　　「iPS細胞･神経幹細胞で神経系を再生する」
講　　師　慶応義塾大学医学部
　　　　　咸臨丸プロジェクト／生理学教室
　　　　　岡田　洋平先生
懇 親 会　17時30分～（無料）

お問い合わせは、☎078―393―1801　協会事務局まで

春
の
共
済
制
度
普
及

春
の
共
済
制
度
普
及  
好
評
受
付
中
！

好
評
受
付
中
！　　
５
面
に
広
告

５
面
に
広
告

兵庫県保険医協会　兵庫県保険医協会　第43回総会第43回総会

震災復興・社会保障拡充を決議第79回評議員会

　

協
会
は
５
月
15
日
に
協
会
会
議

室
で
、
第
79
回
評
議
員
会
を
開

催
。
評
議
員
や
理
事
ら
91
人
が
参

加
し
た
。
６
月
19
日
に
行
わ
れ
る

第
43
回
総
会
に
提
出
す
る
２
０
１

０
年
度
会
務
報
告
と
11
年
度
活
動

方
針
・
予
算
案
、
新
役
員
案
を
承

認
。
東
日
本
大
震
災
の
全
被
災
者

の
医
療
費
一
部
負
担
金
免
除
や
全

被
災
医
療
機
関
再
建
へ
の
公
的
支

援
の
実
施
な
ど
を
求
め
る
決
議
を

採
択
し
た
。

（
２
・
３
面
に
決
議
全
文
と
新
役

員
一
覧
、
次
号
に
詳
報
）

　

池
内
春
樹
理
事
長
は
開
会
あ

い
さ
つ
で
、「
今
年
は
国
民
皆

保
険
制
度
が
で
き
て
50
年
。
今

こ
そ
、
憲
法
13
条
の
幸
福
追
求

権
、
９
条
の
戦
争
放
棄
、
25
条

の
生
存
権
を
思
い
出
す
と
き
」

と
強
調
。「
診
療
報
酬
や
介
護

報
酬
は
国
民
医
療
・
介
護
の
質

を
担
保
す
る
も
の
」
と
し
て
来

年
の
改
定
で
の
引
き
上
げ
を
求

め
、「
震
災
を
理
由
に
し
た
社

会
保
障
制
度
改
悪
に
断
固
反
対

し
よ
う
」
と
参
加
者
に
訴
え

た
。

　

質
疑
応
答
・
討
論
で
は
、
16

の
支
部
・
専
門
部
か
ら
発
言
が

あ
り
、
東
日
本
大
震
災
に
関
連

す
る
内
容
が
半
数
を
占
め
た
。

　

北
阪
神
支
部
の
谷
口
紀
善
評

議
員
は
、
震
災
を
口
実
に
し
た

社
会
保
障
改
悪
を
阻
止
す
る
よ

う
提
起
。
西
宮
・
芦
屋
支
部
の

大
森
公
一
理
事
は
、
震
災
後
に

対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
た
同
支

部
の
取
り
組
み
を
報
告
。
歯
科

部
会
の
井
尻
博
和
評
議
員
は
、

宮
城
県
内
の
各
避
難
所
で
行
っ

た
歯
科
医
療
支
援
活
動
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

　

ま
た
、
組
織
部
の
池
本
恒
彦

理
事
は
、「
一
番
身
近
に
、
一

番
親
身
に
」
の
協
会
サ
ー
ビ
ス

を
打
ち
出
し
た
「
春
の
組
織
強

化
月
間
」
へ
の
協
力
を
呼
び
か

け
た
。
反
核
・
平
和
運
動
部
の

林
祐
介
副
理
事
長
は
、
沖
縄
県

民
へ
の
新
基
地
や
騒
音
被
害
の

押
し
つ
け
反
対
を
訴
え
た
。

中
村
哲
氏
が
記
念
講
演

　

記
念
講
演
で
は
、
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
会
現
地
代
表
・
Ｐ
Ｍ
Ｓ

（
ピ
ー
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
・
メ
デ

ィ
カ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
）
総
院
長

の
中
村
哲
医
師
が
「
ア
フ
ガ
ン

の
大
地
か
ら
観
る
明
日
の
世
界

と
日
本
」
を
テ
ー
マ
に
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療
活
動

や
、
飲
料
・
灌
漑
の
た
め
の
井

戸
・
用
水
路
事
業
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
語
っ
た
。
会
場
い
っ

ぱ
い
と
な
る
市
民
ら
４
３
０
人

が
つ
め
か
け
た
。

　

中
村
医
師
は
、「
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
人
の
99
・
９
％
は
、
数

十
円
、
数
百
円
の
お
金
が
な
い

た
め
薬
が
買
え
ず
死
ん
で
い
く

よ
う
な
人
々
。
こ
れ
ら
の
人
々

の
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
な

い
」
と
述
べ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
現
状
を
紹
介
。
現
地
で
の

様
々
な
支
援
活
動
に
つ
い
て
、

「
住
民
と
一
体
で
行
っ
て
き
た

こ
と
が
最
大
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
。

ア
フ
ガ
ン
人
が
何
千
年
と
続
け

て
き
た
こ
と
を
守
っ
て
い
く
こ

と
が
一
番
の
ア
フ
ガ
ン
復
興

だ
」
と
の
思
い
を
述
べ
た
。

法
再
改
定
法
は
、
兵
庫
懇
話
会

が
求
め
て
い
る
自
主
共
済
を
保

険
業
法
の
適
用
除
外
と
す
る
も

の
で
は
な
く
、
一
定
の
要
件
を

満
た
し
た
自
主
共
済
を
金
融
庁

が
審
査
し
、「
特
定
認
可
保
険

業
者
」
と
し
て
存
続
さ
せ
る
も

の
だ
と
指
摘
。
同
法
の
５
年
後

の
見
直
し
も
予
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
保
険
業

法
の
適
用
除
外
実
現
を
求
め
、

共
同
し
た
活
動
を
進
め
よ
う
と

述
べ
た
。

　

講
演
会
で
は
、
青
山
学
院
大

学
経
済
学
部
の
本
間
照
光
教
授

が
「〝
共
済
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
〞

は
切
り
開
け
る
か
〜
大
震
災
と

原
発
震
災
の
渦
中
か
ら
」
を
テ

ー
マ
に
、
共
済
の
歴
史
的
社
会

的
役
割
や
、
東
日
本
大
震
災
で

問
題
に
な
っ
て
い
る
原
子
力
損

害
賠
償
法
な
ど
に
つ
い
て
語
っ

た
。

本間照光教授が記念講演した

各支部・専門部から震災に関する
発言が多数出された

協会メーリングリスト
参加者募集中！

診療情報や医療制度から趣味まで
　　会員同士による交流、情報交換の場

お申し込みは、hyogo-hok@doc-net.or.jpへ

主張「震災復興財源」

復
興
口
実
の
負
担
増
許
す
な

復
興
口
実
の
負
担
増
許
す
な

３面
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協
会
は
東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援

と
し
て
、
第
５
・
第
６
次
派
遣
を
実
施

し
た
。
４
月
29
日
〜
５
月
３
日
に
は
広

川
恵
一
理
事
が
、
宮
城
・
岩
手
・
青
森

・
福
島
各
県
を
訪
れ
、
避
難
所
訪
問
や

被
災
地
激
励
を
行
い
、
協
会
と
西
宮
・

芦
屋
支
部
編
『
被
災
地
で
の
生
活
と
医

療
と
看
護
〜
避
け
ら
れ
る
死
を
な
く
す

た
め
に
』
を
被
災
地
に
届
け
た
。
５
月

３
日
〜
５
日
に
は
、
川
西
敏
雄
理
事
と

特集

東
日
本
大
震
災

　

こ
の
た
び
は
、
未
曾
有
の
大

震
災
に
お
い
て
、
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
た
す
べ
て
の
皆

様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

初
日
、
宮
城
協
会
副
理
事
長

の
井
上
博
之
先
生
と
保
健
師
の

桜
井
さ
ん
の
指
示
の
も
と
、
東

松
島
市
の
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
に
３
日
間
の
東
松
島
市

と
石
巻
市
の
避
難
所
回
り
が
始

ま
っ
た
。
川
西
先
生
を
リ
ー
ダ

ー
に
、
２
人
１
組
で
行
動
し

た
。

　

東
松
島
市
の
矢
本
東
市
民
セ

ン
タ
ー
へ
。
被
災
者
か
ら
は
最

初
は
警
戒
さ
れ
た
が
、
川
西
先

生
が
上
手
に
お
話
し
さ
れ
、
徐

々
に
心
を
開
い
て
も
ら
え
た
。

私
の
チ
ー
ム
は
92
歳
の
お
ば
あ

や
歯
ブ
ラ
シ
と
糸
よ
う
じ
を
渡

し
て
、
２
人
に
口
腔
衛
生
の
話

を
し
た
。

　

２
日
目
。
宮
城
協
会
理
事
の

五
十
嵐
公
英
先
生
に
案
内
い
た

だ
き
、
東
松
島
市
の
関
ノ
内
地

区
セ
ン
タ
ー
へ
。
動
揺
歯
の
咬

合
調
整
や
投
薬
を
行
い
、
口
腔

衛
生
用
品
を
主
任
さ
ん
に
渡
し

た
。

　

石
巻
市
の
青
葉
中
学
校
は
、

自
衛
隊
が
し
っ
か
り
入
っ
て
お

り
、
料
理
車
両
や
仮
設
の
ト
イ

レ
と
風
呂
が
設
営
さ
れ
て
い

た
。
釜
小
学
校
は
、
水
道
は
来

て
い
る
が
電
気
は
ま
だ
通
っ
て

い
な
い
。
管
理
者
に
口
腔
衛
生

品
を
渡
し
た
。
被
災
者
に
は
な

か
な
か
心
を
開
い
て
も
ら
え
な

か
っ
た
が
、「
神
戸
か
ら
来

た
」
と
自
己
紹
介
し
て
、
だ
ん

だ
ん
と
心
を
開
い
て
お
話
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
石
巻
工
業
港

か
ら
５
０
０
ｍ
に
あ
る
釜
会
館

へ
。
こ
こ
は
本
当
に
厳
し
い
状

況
で
、
何
も
か
も
が
津
波
で
破

壊
さ
れ
て
い
た
。
海
側
の
飼
料

工
場
の
飼
料
と
潮
と
油
と
排
水

が
混
ざ
っ
た
ヘ
ド
ロ
を
か
ぶ
っ

て
お
り
、
何
と
も
言
え
な
い
悪

臭
が
漂
っ
て
い
た
。
思
わ
ず
マ

ス
ク
を
し
た
。

　

釜
会
館
の
前
の
崩
れ
た
お
墓

の
片
付
け
を
さ
れ
て
い
た
男
性

は
、
乾
燥
し
た
ヘ
ド
ロ
が
粉
に

井
尻
博
和
評
議
員
、
小
寺
修
北
摂
・
丹

波
支
部
幹
事
、
都
築
紀
子
徳
島
協
会
会

員
が
宮
城
県
内
の
各
避
難
所
で
歯
科
医

療
活
動
を
展
開
し
た
。
井
尻
先
生
と
小

寺
先
生
の
参
加
記
と
、
協
会
へ
寄
せ
ら

れ
た
都
築
先
生
の
手
紙
を
紹
介
す
る
。

（
広
川
理
事
の
レ
ポ
ー
ト
と
井
尻
・
小

寺
両
先
生
の
全
文
は
協
会
Ｈ
Ｐ
内
「
東

日
本
大
地
震
情
報
」
ブ
ロ
グ
に
掲
載
）

協会 第５協会 第５・・６次６次
被災地医療支援被災地医療支援ち

ゃ
ん
と
34
歳

の
お
孫
さ
ん
の

男
性
の
家
族

で
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
は
上
下
総

義
歯
。
充
電
式

モ
ー
タ
ー
と
ポ

イ
ン
ト
類
で
調

整
し
、
義
歯
洗

浄
剤
と
義
歯
用

ブ
ラ
シ
と
粘
膜

用
ス
ポ
ン
ジ
ブ

ラ
シ
の
使
い
方

を
デ
モ
し
た
。

お
孫
さ
ん
は
震

災
以
来
お
風
呂

に
入
っ
て
い
な

い
。
う
が
い
薬

な
っ
て
舞
い
、
喉
が
や
ら
れ
て

し
ま
っ
た
そ
う
で
、
う
が
い
薬

を
渡
し
た
。
家
族
に
も
欲
し
い

と
の
こ
と
で
た
く
さ
ん
渡
し
、

非
常
に
感
謝
さ
れ
た
。

　

３
日
目
。
東
松
島
市
の
小
松

文
化
会
館
へ
。
身
元
確
認
さ
れ

た
地
元
の
方
の
葬
式
が
あ
っ
た

た
め
会
館
に
は
３
人
の
み
。
義

歯
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ニ
ン
グ
を
し
た
り
、
認
知
症

の
お
母
さ
ん
と
お
嫁
さ
ん
の
ペ

ア
に
口
腔
衛
生
指
導
を
し
た
。

　

中
下
地
区
セ
ン
タ
ー
で
は
、

５
人
家
族
で
家
ご
と
津
波
に
流

さ
れ
た
母
娘
の
口
腔
を
健
診
。

お
母
さ
ん
は
持
続
的
な
治
療
を

な
る
べ
く
早
く
受
け
る
べ
き
と

思
わ
れ
た
が
、
か
か
り
つ
け
の

歯
科
医
院
も
流
さ
れ
、
先
生
は

亡
く
な
ら
れ
て
い
た
。

　

午
後
か
ら
、
五
十
嵐
先
生
の

診
療
所
に
、
京
都
府
歯
科
医
師

会
か
ら
無
償
、
無
期
限
で
貸
与

さ
れ
た
健
診
車
の
見
学
に
伺
っ

た
。
配
り
き
れ
な
か
っ
た
衛
生

用
品
や
、
使
い
き
れ
な
か
っ
た

歯
科
機
材
と
、
北
摂
・
丹
波
支

部
の
武
中
睦
美
先
生
と
岡
本
晴

夫
先
生
に
い
た
だ
い
た
薬
を
渡

し
た
。

　

３
日
間
で
、
東
松
島
市
と
石

巻
市
の
７
カ
所
の
避
難
所
を
回

り
、
歯
科
医
師
４
人
で
28
人
の

被
災
者
の
口
腔
を
見
せ
て
い
た

だ
い
た
。
今
回
の
被
災
者
支
援

に
赴
く
に
際
し
、
第
４
次
派
遣

に
参
加
さ
れ
た
三
田
市
の
中
津

正
二
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
て
い
た
こ
と
は
、
非
常
に

役
立
っ
た
。

　

今
回
、
支
援
に
赴
い
て
感
じ

た
こ
と
を
列
記
す
る
。

　

①
支
援
に
あ
た
っ
て
は
、
今

回
事
務
局
が
行
っ
た
よ
う
に
、

地
元
の
協
会
と
保
健
セ
ン
タ
ー

と
の
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
が
必

須
。

　

②
義
歯
修
理
な
ど
、
実
際
に

治
療
す
る
こ
と
も
大
切
だ
が
、

そ
れ
以
上
に
、
被
災
者
の
言
葉

に
耳
を
傾
け
、
話
を
伺
い
な
が

ら
ケ
ア
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が

一
番
大
切
。

　

③
歯
科
医
療
も
口
腔
ケ
ア
も

行
き
届
い
て
な
い
被
災
地
が
ま

だ
ま
だ
あ
る
。
行
政
が
機
能
し

て
い
な
い
自
治
体
も
あ
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、
地
元
の
医
師
・

歯
科
医
師
、
医
療
関
係
者
と
の

間
に
立
つ
機
関
と
し
て
の
保
険

医
協
会
の
役
割
は
非
常
に
大
き

い
。

　

④
被
災
さ
れ
て
い
る
の
は
医

師
・
歯
科
医
師
な
ど
の
医
療
機

関
も
同
様
。
そ
の
先
生
方
の
役

に
立
て
る
仕
組
み
も
構
築
す
べ

き
。

　

⑤
支
援
者
は
そ
の
日
限
り
だ

が
被
災
者
の
生
活
は
続
く
の

で
、
カ
ル
テ
な
り
地
域
連
携
パ

ス
な
り
の
記
録
を
本
人
と
保
険

医
協
会
、
保
健
セ
ン
タ
ー
が
持

っ
て
お
く
よ
う
な
仕
組
み
を
構

築
す
べ
き
。

　

⑥
被
災
さ
れ
た
医
療
機
関
支

援
の
た
め
、
中
古
の
医
療
機
器

を
全
国
か
ら
保
険
医
協
会
を
通

じ
て
お
譲
り
す
る
仕
組
み
の
構

築
。
そ
の
た
め
に
は
10
年
な
り

の
期
間
を
設
け
、
被
災
地
に
関

し
て
は
現
在
の
Ｐ
Ｌ
法
（
製
造

物
責
任
法
）
の
対
象
外
に
す
る

よ
う
な
特
別
措
置
法
の
立
法
を

国
会
と
政
府
に
働
き
か
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

徳
島
協
会
・
都
築
紀
子

先
生
か
ら
の
礼
状　
　

兵
庫
県
保
険
医
協
会
様

　

前
略　

こ
の
た
び
は
、
５
月

３
日
〜
５
日
ま
で
の
東
日
本
大

震
災
被
災
地
へ
の
歯
科
医
療
支

援
チ
ー
ム
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
て
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

徳
島
県
の
片
田
舎
で
細
々
と

歯
科
医
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

先
般
の
大
震
災
で
の
報
道
を
見

聞
す
る
た
び
、
何
か
自
分
に
で

き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
、

自
分
の
目
で
確
か
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
し
た
。

　

な
か
ば
押
し
か
け
同
然
に
今

回
の
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
い
た

だ
い
た
の
で
す
が
、
諸
先
生

方
、
事
務
局
の
方
々
に
温
か
く

迎
え
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
得

難
い
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

千
年
に
一
度
と
も
言
わ
れ
る

甚
大
な
被
害
を
受
け
、
ま
だ
至

る
所
に
残
る
被
害
の
傷
跡
、
が

れ
き
の
山
、
身
体
的
に
も
精
神

的
に
も
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ら
れ

た
被
災
者
の
皆
様
。
復
興
へ
の

道
の
り
は
遠
い
な
あ
、
と
痛
感

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
ば
か
り
で
し

た
。

　

し
か
し
、
神
戸
の
大
震
災
を

経
験
さ
れ
た
先
生
方
、
そ
れ
も

私
が
一
生
涯
か
け
て
歯
科
医
を

続
け
て
い
て
も
、
到
底
お
会
い

で
き
な
い
く
ら
い
、
卓
越
さ
れ

た
技
術
・
知
識
を
持
た
れ
、
第

一
線
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
先

生
方
と
３
日
間
ご
一
緒
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
片
田
舎
で

も
行
動
を
起
こ
し
、
被
災
者
の

皆
様
の
健
康
を
守
り
生
命
を
守

る
こ
と
で
、
お
役
に
立
て
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

決
し
て
一
人
で
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
貴
重
な
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、

今
後
の
人
生
を
考
え
る
上
で
多

く
の
も
の
を
示
唆
し
て
い
た
だ

く
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま

し
て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
兵
庫
県
保
険
医
協

会
様
、
諸
先
生
方
、
事
務
局
の

皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
発
展
を
お

祈
り
し
て
お
り
ま
す
。
私
も
徳

島
の
田
舎
で
自
分
に
で
き
る
こ

と
を
が
ん
ば
っ
て
み
ま
す
。

 

草
々

　

徳
島
県
美
馬
市
脇
町

　

ま
な
べ
歯
科　

都
築　

紀
子

口
腔
ケ
ア
を
行
う
小
寺
先
生（
右
２
人
目
）と

川
西
先
生（
右
端
）。
釜
会
館
・
４
日　
　
　

三
田
市
・
歯
科　
小
寺　

修

歯
科
医
療
の
足
り
な
い

被
災
地
域
が
ま
だ
あ
る

参加記①

　

３
月
11
日
、
東
日
本
を
襲
っ
た
大
震
災
は
、
巨
大
津
波
が
地
域
を
丸
ご
と
破
壊
し
、
１
万

人
を
超
え
る
生
命
を
奪
い
去
り
、
行
方
不
明
者
を
含
め
れ
ば
、
そ
の
数
は
２
万
５
千
人
に
及

ん
で
い
る
。
今
こ
そ
国
は
、
国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
最
大
限
の
施
策
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
発
生
か
ら
２
カ
月
を
超
え
、
避
難
所
の
入
所
者
、
自
宅
退
避
者
、
遠
隔

地
退
避
者
な
ど
、
被
災
者
の
所
在
地
は
広
範
囲
に
及
ん
で
い
る
が
、
ど
こ
に
お
ら
れ
よ
う
と

も
被
災
者
の
健
康
管
理
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
被
災
地
の
医
療
機
関
は
、
あ
ら
ゆ

る
困
難
を
乗
り
越
え
て
診
療
再
開
に
努
力
し
、
あ
る
い
は
仮
設
診
療
所
な
ど
で
診
療
活
動
を

継
続
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
国
は
、
被
災
し
た
医
療
担
当
者
を
、
全
力
で
支
え
る
べ
き
で
あ

る
。

　

我
々
は
、
た
だ
ち
に
救
援
活
動
な
ど
の
被
災
地
支
援
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
教
訓
を
も
と
に
、
全
被
災
者
の
医
療
費
一
部
負
担
金
の
免
除
、
被
災
医
療
機
関

の
概
算
請
求
の
実
施
、
医
療
機
関
再
建
へ
の
公
的
助
成
の
実
施
を
首
相
、
厚
労
相
に
要
請
し

た
。
こ
の
中
で
、
一
部
負
担
金
免
除
対
象
者
の
範
囲
を
拡
大
さ
せ
、「
猶
予
」
を
「
免
除
」

に
引
き
上
げ
さ
せ
、
概
算
請
求
を
実
現
し
た
。
し
か
し
、
巨
大
災
害
の
前
に
は
ま
だ
ま
だ
不

十
分
で
あ
り
、
一
層
の
支
援
施
策
の
拡
充
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

福
島
原
発
の
崩
壊
は
、
今
、
全
日
本
、
全
世
界
の
安
全
を
脅
か
す
重
大
な
危
機
を
も
た
ら

し
て
い
る
。
東
電
な
ど
の
責
任
者
は
、「
巨
大
災
害
に
よ
っ
て
電
源
が
失
わ
れ
る
事
態
」

は
、「
あ
り
え
な
い
」
と
し
て
、
充
分
な
対
策
を
と
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
原
発

推
進
者
た
ち
に
、
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
扱
い
を
ま
か
せ
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
我

々
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
根
本
的
な
見
直
し
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

菅
内
閣
は
、
民
主
党
の
２
０
０
９
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
次
々
と
投
げ
捨
て
、
首
相
自
ら
が
、

自
民
党
・
公
明
党
に
対
し
て
「
結
論
は
一
緒
な
の
だ
か
ら
、
話
し
合
い
を
」
と
し
て
、
新
自

由
主
義
政
策
に
回
帰
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
小
泉
構
造
改
革
路
線
の
転
換
を
願
っ

て
き
た
我
々
医
療
担
当
者
、
並
び
に
国
民
に
対
す
る
重
大
な
裏
切
り
で
あ
る
。

　

ま
た
「
創
造
的
復
興
」
の
名
目
で
の
上
か
ら
の
復
興
計
画
押
し
付
け
や
、
復
興
財
源
と
称

し
て
の
消
費
税
増
税
を
図
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
。
社
会
保
障
を
基
盤
と
し
た
国
づ
く
り
に

転
換
し
、
医
療
費
の
総
枠
を
拡
大
し
窓
口
負
担
を
大
幅
に
軽
減
す
べ
き
で
あ
る
。

　

我
々
は
、
以
下
の
要
求
実
現
を
求
め
て
全
力
を
尽
く
す
決
意
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
東
日
本
大
震
災
の
全
被
災
者
の
医
療
費
一
部
負
担
金
を
免
除
す
る
こ
と

一
、
東
日
本
大
震
災
の
全
被
災
医
療
機
関
の
再
建
に
公
的
支
援
を
お
こ
な
う
こ
と

一
、 

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
既
存
の
原
子
力
発
電
所
の
防
災
シ
ス
テ
ム
を

総
点
検
す
る
こ
と

一
、
神
戸
市
の
先
端
医
療
産
業
都
市
計
画
を
防
災
面
か
ら
、
抜
本
的
に
見
直
す
こ
と

一
、 

国
と
大
企
業
の
責
任
で
、
医
療
・
社
会
保
障
給
付
の
水
準
を
他
の
先
進
国
並
に
引
き
上

げ
る
こ
と

一
、
診
療
報
酬
を
大
幅
に
引
き
上
げ
、
医
療
崩
壊
を
く
い
止
め
る
こ
と

一
、
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
実
現
す
る
こ
と

一
、 

窓
口
負
担
を
大
幅
に
軽
減
す
る
こ
と
。
子
ど
も
と
高
齢
者
の
窓
口
負
担
は
無
料
に
す
る

こ
と

一
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
廃
止
し
、
当
面
は
老
人
保
健
法
に
も
ど
す
こ
と

一
、 

高
す
ぎ
る
国
保
保
険
料
を
引
き
下
げ
、
短
期
保
険
証
や
資
格
証
明
書
の
発
行
を
や
め
る

こ
と

一
、
平
和
憲
法
を
守
り
、
普
天
間
基
地
の
「
国
外
移
転
」
を
ア
メ
リ
カ
に
求
め
る
こ
と

　

以
上
、
決
議
す
る
。

 

２
０
１
１
年
５
月
15
日　

兵
庫
県
保
険
医
協
会

第
79
回
評
議
員
会
決
議



２０１１年(平成２３年)５月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可) 第１６５５号（３）
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兵庫県保険医協会新役員名簿（数字は2011年６月１日現在の年齢）

　

宮
城
県
東
松
島
市
（
４
カ

所
）
と
石
巻
市
（
３
カ
所
）
の

７
カ
所
の
避
難
所
を
回
っ
て
支

援
活
動
を
行
っ
て
き
た
の
で
、

報
告
す
る
。

　

５
月
３
日
、
９
時
30
分
仙
台

空
港
着
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
臨
時
便
で
宮

城
県
入
り
。
仙
台
空
港
か
ら
滞

在
す
る
仙
台
市
の
ホ
テ
ル
に
タ

ク
シ
ー
２
台
で
向
か
い
、
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
し
て
か
ら
、
活
動
拠

点
と
な
る
東
松
島
市
の
保
健
相

談
セ
ン
タ
ー
を
め
ざ
し
た
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
井
上

博
之
先
生
（
宮
城
協
会
副
理
事

長
）
と
保
健
師
の
桜
井
さ
ん
が

お
出
迎
え
。
お
２
人
の
指
示
に

従
っ
て
、
東
松
島
市
内
の
矢
本

東
市
民
セ
ン
タ
ー
（
総
数
13
人

の
避
難
者
）
に
向
か
い
、
川
西

先
生
の
ご
提
案
で
４
人
の
歯
科

医
師
を
２
班
に
分
け
て
活
動
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
避
難
所
で
は
ち
ょ
う
ど

２
部
屋
あ
っ
た
の
で
、
ペ
ア
に

な
っ
た
小
寺
先
生
と
私
は
奥
の

部
屋
を
担
当
し
た
。
奥
の
部
屋

で
は
、
92
歳
の
元
気
な
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
お
孫
さ
ん
の
２
人
だ

け
滞
在
さ
れ
て
い
た
。
以
前
に

も
歯
科
医
療
チ
ー
ム
が
入
っ
た

こ
と
が
あ
る
よ
う
で
、
特
に
口

腔
内
に
問
題
は
な
か
っ
た
が
、

持
参
し
た
ス
ポ
ン
ジ
ブ
ラ
シ
を

手
渡
し
歯
石
の
付
着
し
た
義
歯

を
小
寺
先
生
が
研
磨
。
こ
の
日

は
こ
の
１
カ
所
だ
け
で
活
動
を

終
え
た
。

　

５
月
４
日
は
、
東
松
島
市
の

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
診
療
所

が
津
波
の
被
害
で
診
療
不
能
と

な
ら
れ
た
五
十
嵐
公
英
先
生

（
宮
城
協
会
理
事
）
と
お
会
い

し
て
、
先
生
の
案
内
で
午
前
中

は
東
松
島
市
の
関
ノ
内
セ
ン
タ

ー（
33
人
）、
石
巻
市
の
釜
小
学

校
（
１
４
４
人
）
の
２
カ
所
、

午
後
か
ら
は
釜
会
館
（
19
人
）

の
１
カ
所
で
活
動
し
た
。
途

中
、
青
葉
中
学
校
（
４
１
９

人
）
に
も
行
っ
た
が
、
国
際
援

助
隊
の
支
援
活
動
が
昼
か
ら
来

る
と
の
こ
と
で

重
な
り
、
活
動

は
控
え
る
。

　

関
ノ
内
セ
ン

タ
ー
で
は
、
53

歳
の
男
性
が
左

上
４
番
の
咬
合

性
外
傷
に
よ
る

Ｐ
の
急
性
発
作

を
起
こ
し
て
い

た
の
で
、
こ
の

日
ペ
ア
と
な
っ

た
都
築
先
生
持

参
の
５
倍
速
の

マ
イ
ク
ロ
モ
ー

タ
ー
で
咬
合
調

整
を
行
い
ジ
ス

ロ
マ
ッ
ク
と
ボ
ル
タ
レ
ン
を
投

薬
。
咬
合
調
整
で
は
私
の
持
参

し
た
ラ
イ
ト
付
き
２
・
５
倍
率

の
拡
大
鏡
が
大
変
役
立
っ
た
。

　

釜
小
学
校
で
は
、
管
理
さ
れ

て
い
る
職
員
の
方
に
歯
ブ
ラ
シ

や
含
嗽
剤
を
手
渡
し
た
の
ち
、

私
の
チ
ー
ム
は
体
育
館
を
半
分

に
分
け
て
右
側
の
エ
リ
ア
を
担

当
し
た
。
59
歳
の
女
性
よ
り

「
入
れ
歯
が
ゆ
る
い
の
で
み
て

も
ら
お
う
か
な
」
と
要
望
が
あ

り
、
粘
膜
調
整
を
し
て
喜
ん
で

い
た
だ
い
た
。

　

午
後
は
被
害
の
さ
ら
に
大
き

か
っ
た
地
区
に
あ
る
釜
会
館
へ

移
動
し
た
。
こ
の
避
難
所
で

も
、
入
れ
歯
が
ゆ
る
い
と
い
う

こ
と
で
私
の
チ
ー
ム
は
宮
大
工

の
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
75
歳

の
男
性
の
上
下
総
義
歯
の
粘
膜

調
整
を
す
る
。

　

５
日
は
、
保
健
相
談
セ
ン
タ

ー
の
桜
井
さ
ん
の
指
示
で
東
松

島
市
の
小
松
セ
ン
タ
ー
（
37

人
）
と
中
下
地
区
セ
ン
タ
ー

（
41
人
）
の
２
カ
所
で
活
動
。

小
松
セ
ン
タ
ー
で
は
、
リ
ー
ダ

ー
の
64
歳
男
性
の
下
顎
の
義
歯

に
粘
膜
調
整
を
行
っ
た
。
中
下

地
区
セ
ン
タ
ー
で
は
、
特
に
問

題
の
あ
る
方
は
な
く
、
67
歳
女

性
の
汚
れ
て
い
た
義
歯
の
研
磨

を
行
っ
た
。

　

３
日
間
で
避
難
所
７
カ
所
を

巡
り
、
合
計
歯
科
医
師
４
人
で

口
腔
内
診
査
を
含
め
て
28
人
の

診
療
を
し
て
、
そ
の
内
容
を
カ

ル
テ
に
記
載
。
今
後
に
つ
な
が

る
よ
う
に
と
、
原
本
の
カ
ル
テ

は
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
の
桜
井

さ
ん
に
手
渡
し
、
複
写
し
た
カ

ル
テ
は
記
録
用
に
持
っ
て
帰
っ

た
。

　

震
災
後
２
カ
月
近
く
立
つ

が
、
宮
城
県
内
に
お
い
て
も
牡

鹿
半
島
あ
た
り
の
避
難
所
な
ど

ま
だ
ま
だ
マ
ン
パ
ワ
ー
の
行
き

届
い
て
い
な
い
所
が
多
く
存
在

す
る
と
い
う
。
足
立
了
平
先
生

（
神
戸
常
盤
大
学
短
期
大
学
部

教
授
）
が
指
摘
さ
れ
る
、
福
祉

避
難
所
と
し
て
要
介
護
者
が
多

く
搬
送
さ
れ
て
い
る
介
護
施
設

な
ど
へ
の
ケ
ア
も
今
後
の
課
題

だ
ろ
う
。

　

３
日
間
と
も
天
気
が
良
か
っ

た
の
で
、
各
避
難
所
と
も
自
宅

の
片
付
け
や
お
葬
式
で
出
か
け

て
い
る
方
が
多
く
、
滞
在
し
て

い
る
方
々
は
少
な
か
っ
た
。
そ

の
分
、
じ
っ
く
り
と
被
災
さ
れ

た
時
の
お
話
を
聞
き
な
が
ら
診

療
で
き
た
の
は
幸
い
で
あ
っ

た
。

　

私
自
身
、「
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連
絡
会

の
「
被
災
者
に
歯
ブ
ラ
シ
を
届

け
よ
う
」
募
金
を
企
画
し
た
一

人
と
し
て
、
ど
う
し
て
も
東
日

本
大
震
災
の
被
災
者
に
直
接
歯

ブ
ラ
シ
等
の
口
腔
内
ケ
ア
用
品

を
届
け
た
い
と
い
う
強
い
思
い

を
実
現
で
き
た
こ
と
が
、
何
よ

り
も
大
き
な
喜
び
で
あ
っ
た
。

だ
。
低
所
得
者
か
ら
集
め
た
財

源
で
震
災
復
興
を
行
う
の
は
間

違
っ
て
い
る
。

　

第
２
に
、
被
災
者
を
除
外
す

る
こ
と
が
難
し
い
点
だ
。
も

し
、
被
災
者
を
除
外
せ
ず
に
消

費
税
を
増
税
す
れ
ば
、
被
災
者

の
状
況
を
さ
ら
に
困
難
な
も
の

と
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

　

第
３
に
、
景
気
に
与
え
る
影

当
初
か
ら
懸
命
の
医
療
活
動
を

行
っ
て
い
る
が
、
今
回
大
き
な

被
害
を
被
っ
た
岩
手
、
宮
城
、

福
島
は
、
も
と
も
と
「
医
療
過

疎
」
が
進
ん
だ
地
域
だ
っ
た
。

政
府
の
社
会
保
障
抑
制
政
策

で
、
医
師
不
足
や
病
院
の
統
廃

合
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
の

だ
。

　

社
会
保
障
支
出
の
さ
ら
な
る

そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
め
ど
さ
え

立
っ
て
い
な
い
。

　

今
月
上
旬
、
宮
城
県
の
複
数

の
被
災
避
難
所
を
訪
問
し
た
。

特
記
す
べ
き
は
、
政
府
の
顔
が

全
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
見
え

な
い
こ
と
だ
。

　

政
府
の
顔
が
見
え
る
時
は
い

つ
か
と
い
う
と
、
机
上
の
空
論

と
揶
揄
さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い

数
々
の
対
策
会
議
や
、
東
日
本

大
震
災
復
興
構
想
会
議
の
時
だ

け
だ
。
確
か
に
会
議
は
必
要
だ

が
、
今
大
切
な
こ
と
は
、
素
早

い
被
災
地
復
興
と
、
そ
れ
に
伴

う
景
気
対
策
の
た
め
の
資
金
を

い
か
に
賄
う
の
か
と
い
う
喫
緊

の
財
源
論
だ
。

　

単
純
に
赤
字
国
債
が
膨
ら
む

こ
と
を
恐
れ
る
政
府
は
、「
震

災
復
興
税
」
と
称
し
て
消
費
税

　

東
日
本
を
襲
っ

た
大
震
災
か
ら
２

カ
月
以
上
が
経
っ

た
。
い
ま
だ
被
災

者
の
生
活
復
興
と

震災復興財源

消
費
税
増
税
、
社
会

保
障
費
削
減
は
最
悪

増
税
を
行
お
う
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
社
会
保
障
支
出
も
削
減

の
方
向
だ
。
お
ま
け
に
国
民
年

金
ま
で
減
額
を
議
論
し
て
い

る
。

　

例
え
ば
、
消
費
税
の
増
税
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
る
。

　

第
１
は
、
逆
進
性
だ
。
富
裕

層
ほ
ど
所
得
に
対
す
る
税
負
担

率
が
低
い
の
が
消
費
税
の
特
徴

響
だ
。
多
く
の
経
済
学
者
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
震
災
で
消
費

が
冷
え
込
ん
で
い
る
時
に
、
さ

ら
に
消
費
税
増
税
に
よ
っ
て
消

費
が
冷
え
て
し
ま
え
ば
、
経
済

復
興
は
さ
ら
に
遠
の
い
て
し
ま

う
。

　

ま
た
、
社
会
保
障
支
出
の
削

減
も
許
さ
れ
な
い
。
被
災
地
で

は
、
多
く
の
医
療
機
関
が
震
災

削
減
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
さ

ら
に
拍
車
を
か
け
る
も
の
で
、

被
災
地
の
医
療
供
給
体
制
を
よ

り
一
層
破
壊
す
る
と
と
も
に
、

災
害
に
強
い
社
会
を
つ
く
る
こ

と
に
も
反
す
る
。

　

消
費
税
増
税
も
社
会
保
障
削

減
も
、
震
災
復
興
の
財
源
負
担

を
す
べ
て
国
民
に
押
し
付
け
る

も
の
だ
。

　

〝
官
僚
の
た
め
の
各
種
積
立

金
（
埋
蔵
金
）
全
額
拠
出
〞

〝
大
企
業
内
部
留
保
の
活
用
〞

〝
復
興
国
債
〞
な
ど
、
国
民
に

負
担
を
か
け
な
い
施
策
が
な
ぜ

論
議
さ
れ
な
い
の
か
。

　

憲
法
13
条
で
規
定
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
生
命
や
幸
福
追
求

に
対
す
る
国
民
の
権
利
を
、
国

は
最
大
限
尊
重
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
今
こ
こ
で
改
め
て
政

府
・
与
党
は
、
国
民
に
約
束
し

た
〝
国
民
生
活
第
一
〞
と
い
う

フ
レ
ー
ズ
を
２
年
ぶ
り
に
思
い

出
す
べ
き
だ
。

咬
合
調
整
す
る
井
尻
先
生（
中
央
）と
都
築
先
生
。

関
ノ
内
セ
ン
タ
ー
・
４
日 　
　
　
　
　
　
　
　

　「協会役員等の選出規定（細則）」（以下「規定」）第８条は、「協会役員は、５月定
例評議員会で選出し、総会の承認を得るものとする」と定めています。これにもと
づき、５月15日の第79回評議員会で協会役員選出が行われました。選出は、協会規
約および「規定」に沿い、適正に実施されたことをご報告いたしますとともに、役
員名をお知らせします。６月19日に開かれる第43回総会でご承認いただければ幸い
です。 理事長　池内　春樹

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」兵
庫
連
絡
会

口
腔
ケ
ア
用
品
を
被
災
者
へ

北
区
・
歯
科　
井
尻　

博
和

参加記②

理 事 長　池内　春樹　姫路市　医　64　再
副理事長　宮崎　義彦　西宮市　医　63　新
　　　　　多田　　梢　芦屋市　医　73　再
　　　　　郷地　秀夫　中央区　医　63　新
　　　　　武村　義人　中央区　医　58　再
　　　　　吉川　信嘉　兵庫区　医　68　再
　　　　　吉岡　　巌　明石市　医　71　再
　　　　　川西　敏雄　中央区　歯　60　新
　　　　　田村　忠之　兵庫区　歯　63　再
　　　　　加藤　擁一　須磨区　歯　57　再
　　　　　吉岡　正雄　西　区　歯　61　再
　　　　　林　　祐介　西　区　歯　51　再
理　　事　西原　弘道　尼崎市　医　49　再
　　　　　八木　秀満　尼崎市　医　63　新
　　　　　綿谷　茂樹　尼崎市　医　54　再
　　　　　中井　通治　宝塚市　医　64　再
　　　　　脇野　耕一　宝塚市　医　61　再
　　　　　澤村　　新　宝塚市　医　56　新
　　　　　小泉　　勇　伊丹市　医　85　再
　　　　　林　　宗茂　伊丹市　医　61　再
　　　　　伊賀　幹二　西宮市　医　58　再
　　　　　広川　恵一　西宮市　医　60　再
　　　　　大森　公一　西宮市　医　82　再
　　　　　土山　雅人　西宮市　医　55　再
　　　　　法貴　　憲　西宮市　医　64　再
　　　　　林田　英隆　西宮市　医　68　再
　　　　　北井　　明　芦屋市　医　67　再
　　　　　口分田　勝　東灘区　医　83　再
　　　　　小林　重行　東灘区　医　54　再
　　　　　森岡　芳雄　東灘区　医　55　再
　　　　　岡本　好司　灘　区　医　81　再
　　　　　結縁　繁夫　中央区　医　80　再
　　　　　小西　達也　中央区　医　48　再
　　　　　服部かおる　中央区　医　54　再
　　　　　田中　孝明　長田区　医　52　再
　　　　　近重　民雄　須磨区　医　58　再

　　　　　水守　彰一　須磨区　医　67　再
　　　　　宮武　博明　垂水区　医　60　新
　　　　　永本　　浩　明石市　医　65　再
　　　　　小島　修司　明石市　医　50　新
　　　　　西山　裕康　明石市　医　53　新
　　　　　池本　恒彦　明石市　医　58　再
　　　　　辻　　一城　明石市　医　48　新
　　　　　西村　正二　加古川市　医　62　新
　　　　　田渕　　光　加東市　医　57　再
　　　　　柳井　映二　西脇市　医　60　再
　　　　　宗実　琴子　姫路市　医　77　再
　　　　　石橋　悦次　姫路市　医　56　再
　　　　　正木　茂博　神崎郡　医　61　再
　　　　　高森　信岳　たつの市　医　45　再
　　　　　清水　映二　たつの市　医　60　再
　　　　　森下　順彦　三田市　医　64　再
　　　　　新田　　誠　豊岡市　医　81　再
　　　　　藤井　高雄　豊岡市　医　59　再
　　　　　下山　　均　美方郡　医　58　再
　　　　　児玉　和也　洲本市　医　54　再
　　　　　橋田　友孝　南あわじ市　医　61　新
　　　　　工藤大八郎　伊丹市　歯　41　再
　　　　　川村　雅之　伊丹市　歯　52　再
　　　　　加藤　隆久　西宮市　歯　61　再
　　　　　鈴田　明彦　灘　区　歯　54　再
　　　　　小野　耕二　兵庫区　歯　64　再
　　　　　大石　　陽　須磨区　歯　56　再
　　　　　樫林　義雄　明石市　歯　63　再
　　　　　白岩　一心　赤穂郡　歯　46　新
　　　　　福田　俊明　三田市　歯　64　再
議　　長　三根　一乗　洲本市　医　72　再
副 議 長　高田　　裕　洲本市　医　61　新
監　　事　幸原　　久　芦屋市　医　85　再
　　　　　岡部桂一郎　高砂市　医　73　再
　　　　　落合　愛子　灘　区　歯　68　新
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支 部 の 催 物 案 内支 部 の 催 物 案 内
■姫路・西播支部■接遇研修会
日　時　６月18日（土）15時～17時
会　場　姫路商工会議所会館501ホール
テーマ　 メディカルスタッフの心構

え　接遇の基本とクレーム
対応

講　師　大手前短期大学准教授
　　　　水原　道子先生
参加費　1000円

■北播支部■第27回支部総会
日　時　６月25日（土）14時～
会　場　加東市・滝寺荘
記念講演　 支払基金における審査の

現状と問題点
講　師　支払基金兵庫支部係長
　　　　南　鉄雄氏
※終了後、懇親会（参加費無料）

■西宮・芦屋支部■漢方研究会
日　時　６月４日（土）
　　　　18時～19時30分
会　場　西宮神社会館２階福・寿の間
テーマ　慢性痛に対する漢方治療
講　師　順天堂大学医学部教授
　　　　光畑　裕正先生

■明石支部■会員懇談会
日　時　６月11日（土）14時～16時
会　場　明石市生涯学習センター学習室３
テーマ　 保険医のための審査、指導

・監査対策（医科対象）
講　師　 協会審査対策部副部長・
　　　　西山クリニック院長
　　　　西山　裕康先生

講演する貞光先生

　

数
年
後
に
は
１
万
１
千
人
の

歯
科
医
師
が
過
剰
に
な
り
、
歯

科
界
も
氷
河
期
の
時
代
を
迎
え

た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
、
わ
れ
わ
れ
は
様
々
な
事
柄

を
考
え
な
が
ら
、
歯
科
医
業
を

営
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
貞
光
謙
一

郎
先
生
を
お
招
き
し
、
審
美
修

復
・
包
括
治
療
に
つ
い
て
ご
講

演
い
た
だ
い
た
。

　

包
括
治
療
に
お
い
て
は
、
１

口
腔
１
単
位
と
い
う
考
え
の
も

と
で
、
初
診
時
よ
り
時
間
を
か

け
て
患
者
様
に
現
状
の
口
腔
内

の
説
明
を
行
い
、
治
療
方
針
を

提
示
し
、
患
者
様
と
の
話
し
合

い
の
な
か
で
治
療
方
針
の
選
択

を
行
う
方
法
に
つ
い
て
教
え
て

い
た
だ
い
た
。

　

応
急
処
置
後
、
改
め
て
資
料

採
得
、
資
料
分
析
、
診
査
、
診

断
を
行
い
、
治
療
の
ゴ
ー
ル
の

把
握
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
そ
の
上
で
歯
科
医
師
や
歯

科
衛
生
士
に
よ
る
的
確
な
手
技

が
必
要
に
な
る
。

　

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、「
木
を
見
て
森
を
見

ず
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
一

本
の
歯
を
治
療
す
る
に
も
包
括

治
療
の
考
え
が
必
要
で
あ
る
こ

と
だ
。

　

「
審
美
修
復
処
置
」
は
口
元

の
美
し
さ
を
取
り
戻
せ
る
か

ら
、
患
者
様
に
受
け
入
れ
ら
れ

や
す
く
、
ま
た
術
者
側
も
オ
ー

ル
セ
ラ
ミ
ッ
ク
が
登
場
し
、
陶

材
焼
き
付
け
金
属
冠
で
は
再
現

が
困
難
で
あ
っ
た
自
然
美
を
表

現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
オ
ー
ル
セ

ラ
ミ
ッ
ク
に
も
種
類
が
あ
る
と

と
も
に
、
そ
の
力
学
的
な
要
素

や
色
調
に
も
個
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
選
択
を
間
違
え
る

と
審
美
修
復
処
置
を
完
遂
で
き

な
い
。

【
洲
本
市
・
歯
科

 

伏
見　

竜
治
】

歯科定例研究会

１本の歯でも　　
包括治療の考えで

感
想
文

小田先生の医療体験に聞き入った

畿
の
保
険
医
協
会
や

反
核
医
師
の
会
、
民

医
連
な
ど
が
参
加
す

る
も
の
。
兵
庫
協
会

か
ら
、
武
村
義
人
・

林
祐
介
両
副
理
事
長

と
川
西
敏
雄
理
事
が

参
加
し
た
。

　

会
議
に
先
立
ち
、

被
爆
医
師
で
あ
る
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
（
核
戦
争

防
止
国
際
医
師
会

議
）
大
阪
支
部
の
小

田
徹
也
先
生
が
「
ヒ

ロ
シ
マ
の
体
験
、
反

核
の
思
い
」
と
題
し

会
は
、
07
年
に
京
都
で
開
催
し

た
「
核
戦
争
に
反
対
し
核
兵
器

の
廃
絶
を
求
め
る
医
師
・
医
学

者
の
つ
ど
い
」
を
契
機
に
、
近

　

５
月
８
日
、
大
阪
保
険
医
会

館
会
議
室
で
、
第
10
回
近
畿
反

核
医
師
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、

27
人
が
参
加
し
た
。
こ
の
懇
談

近
畿
反
核
医
師
懇
談
会

ヒ
ロ
シ
マ
の
体
験
引
き
つ
ぐ

て
講
演
を
行
っ
た
。

　

小
田
先
生
は
、
海
軍
の
軍
医

学
校
を
卒
業
後
、
呉
の
海
軍
病

院
に
勤
務
し
て
お
り
、「
朝
起
き

て
病
棟
に
行
こ
う
と
外
に
出
た

ら
、
空
が
光
り
、
大
き
な
音
が

し
た
。
一
瞬
何
事
か
と
立
ち
す

く
ん
だ
」
と
、
原
爆
投
下
当
日

の
体
験
を
語
っ
た
。
翌
日
に
は

広
島
市
内
に
入
っ
た
先
生
は
、

当
時
の
救
援
活
動
を
「
や
け
ど

の
手
当
し
か
で
き
な
か
っ
た
」

と
残
念
そ
う
に
振
り
返
っ
た
。

　

小
田
先
生
は
ま
た
、
戦
後
、

被
爆
者
の
血
液
デ
ー
タ
を
分
析

し
、
学
会
で
発
表
し
た
が
、
Ｇ

Ｈ
Ｑ
に
没
収
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
紹
介
。「
今
も
あ
の
研
究

を
続
け
て
い
れ
ば
、
被
爆
者
医

療
に
役
に
立
っ
た
の
で
は
な
い

か
」
と
語
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
ぜ
ひ
先
生

の
体
験
を
来
年
広
島
で
開
催
さ

れ
る
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
の
総
会
で
世

界
の
医
師
に
語
っ
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

た
冊
子
の
発
刊
・
普
及
や
県
民

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
行
っ
て
き

た
。

　

今
年
度
は
、
２
０
１
３
年
度

の
県
知
事
選
挙
で
の
勝
利
を
め

ざ
し
、
候
補
者
選
定
を
進
め
る

と
と
も
に
、
学
習
会
や
政
策
小

委
員
会
の
立
ち
上
げ
、
ブ
ロ
グ

の
活
用
な
ど
で
政
策
の
立
案
・

活
動
の
周
知
を
行
っ
て
い
く
と

す
る
議
案
が
提
案
さ
れ
、
討
論

を
経
て
採
択
さ
れ
た
。

　

池
内
理
事
長
は
、
討
論
で
発

言
。
生
命
・
自
由
・
幸
福
追
求

の
権
利
を
定
め
た
憲
法
13
条
の

あ
き
ら
め
ず
に
が
ん
ば
れ
ば
日

本
中
に
訴
え
は
広
が
る
。
憲
法

理
念
の
実
現
の
た
め
、
が
ん
ば

ろ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

閉
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
同

会
代
表
幹
事
の
武
村
副
理
事
長

は
、
震
災
復
興
の
名
の
下
で
消

費
税
を
増
税
し
よ
う
と
す
る
動

き
に
気
を
つ
け
る
べ
き
だ
と
指

摘
。
東
北
地
方
の
被
災
し
た
公

立
病
院
が
統
廃
合
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
と
述
べ
、
東
北
地
方

で
の
動
き
に
注
意
し
な
が
ら
運

動
を
進
め
て
い
こ
う
と
締
め
く

く
っ
た
。

重
要
性
を
強
調

し
た
上
で
「
こ

れ
を
実
現
で
き

る
か
は
、
第
12

条
に
書
か
れ
て

い
る
私
た
ち
の

不
断
の
努
力
が

問
わ
れ
て
い

る
。
10
回
、
20

回
と
周
り
の
人

に
語
り
か
け
、

憲
法
を
い
か
そ
う
と
訴
え
る
池
内
理
事
長

　

協
会
も
参
加
す
る
「
憲
法
が

輝
く
兵
庫
県
政
を
つ
く
る
会

（
憲
法
県
政
の
会
）」
は
５
月

11
日
、
神
戸
市
勤
労
会
館
で
第

６
回
総
会
を
開
催
し
、
加
入
団

体
か
ら
52
人
が
参
加
し
た
。
協

会
か
ら
は
、
池
内
春
樹
理
事
長

と
武
村
義
人
副
理
事
長
が
参
加

し
た
。

　

同
会
は
、
憲
法
を
暮
ら
し
に

い
か
す
県
政
を
つ
く
る
こ
と
を

目
的
に
活
動
し
て
お
り
、
昨
年

度
は
、
県
政
の
課
題
を
ま
と
め

憲法県政の会総会

憲法実現のため
不断の努力を　

会
員
訃
報

長
谷
川　

尚
先
生

垂
水
区　

内
・
小
児
科

２
月
16
日　

享
年
83
歳

仁
木　

康
夫
先
生

長
田
区　

内
・
小
・
放
科

４
月
27
日　

享
年
86
歳

常
松　

英
一
先
生

西
宮
市

内
・
消
・
循
・
放
・
呼
科

５
月
１
日　

享
年
93
歳

玉
田　

一
美
先
生

加
西
市　

内
・
外
・
小
科

５
月
６
日　

享
年
85
歳

堤　
　

敬
一
先
生

北
区　

神
経
・
内
科

５
月
13
日　

享
年
84
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り

　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

⑥
最
後
に
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
へ
各

ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
付
け
⑦
完
成

↓
ブ
ラ
ウ
ザ
で
確
認
、
で
す
。

　

ソ
フ
トD

ream
w
eaver8

は

プ
ロ
も
よ
く
使
用
す
る
と
聞

き
、
個
人
的
に
よ
り
凝
っ
た
Ｈ

Ｐ
作
成
に
適
当
と
思
い
ま
す
。

　

お
時
間
が
あ
れ
ば
、
気
分
転

換
に
楽
し
ま
れ
な
が
ら
、
ご
趣

味
や
医
院
の
Ｈ
Ｐ
作
成
等
さ
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

【
東
灘
区
・
歯
科

 

準
会
員　

Ｔ
・
Ｔ
】

人
１
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し

な
が
ら
、
①
Ｈ
Ｐ
の
仕
組
み

（
基
本
的
な
Ｈ
Ｐ
言
語
説
明
。

た
だ
し
、
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
言
語
等
は

一
切
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
）
②
Ｈ

Ｐ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
作
成

（
ま
ず
は
表
題
・
背
景
色
を
入

力
し
、
フ
ォ
ン
ト
や
文
字
色
の

表
現
方
法
、16
進
法
の
説
明
等
）

③
他
の
ペ
ー
ジ
の
作
成
と
保
存

方
法
④
作
成
し
た
ペ
ー
ジ
を
Ｉ

Ｅ（
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
）で
そ
の

つ
ど
確
認
⑤
リ
ン
ク
の
張
り
方

●医院経営研究会 ６月例会

閉院の準備と留意点閉院の準備と留意点
日　時　６月25日（土）
　　　　14時30分～17時
会　場　協会会議室
講　師　川口　稔税理士
　　　　㈱日本医業総研
　　　　柳　尚信氏
参加費　3000円
　　　　（医経研会員は無料）

　お申し込み・お問い合わせは、
☎078―393―1817 田村まで

熱
心
に
回
答
さ
れ
ま
し

た
。

　

私
は
あ
る
程
度
、
Ｈ

Ｐ
作
成
の
知
識
（
Ｈ
Ｔ

Ｍ
Ｌ
言
語
を
使
用
し
て

の
Ｈ
Ｐ
作
成
経
験
）
が

あ
り
ま
し
た
が
、
受
講

す
る
に
従
い
、
よ
り
専

門
的
な
疑
問
も
た
く
さ

ん
わ
き
、
懇
切
・
丁
寧

に
教
え
て
い
た
だ
け
ま

し
た
。

　

講
義
内
容
は
講
師
指

導
下
、
Ｈ
Ｐ
作
成
ソ
フ

ト
「Dream

w
eaver8& 

Firew
orks8

」
と
そ
の

ソ
フ
ト
添
付
教
材
、
１

　

受
講
さ
れ
た
先
生
方
の
中
に

は
、
パ
ソ
コ
ン
に
不
慣
れ
そ
う

な
先
生
も
お
見
受
け
し
ま
し
た

が
、
講
師
の
ご
指
導
下
、
楽
し

く
学
べ
て
お
ら
れ
た
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
幅
広
い
年
齢
層
の
先

生
方
が
受
講
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な
質
問
に
、
講
師
の
先
生
方
は

　

Ｈ
Ｐ
作
成
講
座
を
受
講
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
先
生
方
や
協
会
ス
タ
ッ

フ
の
方
々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
講
師
の
先
生
方
の

熱
心
な
ご
指
導
の
お
か
げ
で
、

１
日
で
Ｈ
Ｐ
作
成
の
概
略
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

実際にパソコンを操作しながら作成

　

協
会
は
４
月
23
日
、
医
院
経

営
研
究
会
「
簡
単
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
増
患
対
策
」
を
開
催
し
、

７
人
が
参
加
し
た
。
パ
ソ
コ
ン

カ
レ
ッ
ジnoa

三
宮
校
を
会
場

に
、
参
加
者
は
実
際
に
パ
ソ
コ

ン
を
操
作
し
な
が
ら
、
パ
ソ
コ

ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
作
成
の

基
本
を
学
ん
だ
。
参
加
者
の
感

想
文
を
紹
介
す
る
。

医院経営研究会医院経営研究会

１日で簡単に　　
ホームページ作成

感
想
文

　

歯
科
部
会
は
４
月
24
日
、
協
会
会
議
室
で
歯
科
定
例
研
究

会
「
審
美
修
復
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う―

審
美
修
復
か
ら
包

括
治
療
ま
で
」
を
開
催
し
た
。
奈
良
市
・
貞
光
歯
科
医
院
院

長
の
貞
光
謙
一
郎
先
生
を
講
師
に
52
人
が
参
加
し
た
。
参
加

者
の
感
想
文
を
紹
介
す
る
。
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他の医師賠償責任保険にご加入でない先生方へ。

協会の「休業保障制度」にご加入いただけない方、上乗せ補償をご希望の方へ。
● うつ病等や認知症による就業不能も補償
● 入院は１日目から、自宅療養は５日目から補償
● 連続休業は最長２年、再発も含めて通算1000日補償
● 地震等の天災によるケガも補償
● 協会「休業保障制度」や医療保険、公的保険給付に
　 関係なく支払い

医療上の事故、医療施設の
事故に伴う賠償責任の備えに

■ 団体保険だから断然安い保険料
■ 毎年決算剰余金を配当
　　今年は42％、昨年は50％を配当
■ 最高5000万円の高額保障　 
■ 配偶者1000万円のセット加入あり
■ いつでも増額･減額できます
■ 面倒な医師による診査は不要

万一のためのコストは安さが魅力です。

グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険
● 月　払：１口１万円～（通算30口まで）
● 一時払：１口50万円～（毎回40口まで)

医師・歯科医師の老後設計に最適

急な出費にも1口単位で解約可能／
払込が困難なときは掛金中断、余裕
ができたら掛金再開／年金受給時
には10年・15年定額、15年・20年逓
増年金から選択、または一括受取／
万一の時はご遺族に全額給付

自
在
性
が
魅
力

保険医年金保険医年金保険医年金保険医年金

医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険

所得補償所得補償所得補償所得補償
保 険保 険保 険

日　時　６月26日（日）10時～16時
会　場　協会会議室
参加費　2000円（昼食代含む）
　　　　※会員外10000円
内　容　 開業体験講演、開業地選

択、資金計画、雇用など

勤務医のための

開業特別セミナー
決断までに知っておきたい

開業の基礎知識

お問い合わせは
 ☎078－393－1817　田村まで

研究部

保険請求 〈医科〉

〈訪問看護指示料〉
Ｑ１　介護保険で訪問看護を行うため、
訪問看護ステーションに訪問看護指示を
行った場合、訪問看護指示料は算定でき
るのか。
Ａ１　算定できます。訪問看護ステーシ
ョンへの介護保険の訪問看護に係る指示
の場合も訪問看護指示料を算定します。
Ｑ２　医療機関から訪問看護ステーショ
ンの理学療法士に対して訪問リハビリを
指示した場合は、何で算定するのか。
Ａ２　訪問看護ステーション（訪問リハ
ビリステーション）の理学療法士または
作業療法士等に訪問リハビリを指示した
場合でも、訪問看護指示料で算定しま
す。
Ｑ３　前月末に医師による訪問診療を行
い、この診察に基づいて、月初めに訪問
看護指示書のみを発行した場合、訪問看

護指示料のみ算定できるか。
Ａ３　算定できます。訪問診療を行った
日と同一日に訪問看護指示書を出さなく
ても算定できます。この場合、診療実日
数にはカウントしません。
Ｑ４　訪問看護ステーションではなく、
他の医療機関に訪問看護を依頼した場合
でも訪問看護指示料が算定できるのか。
Ａ４　算定できません。他の医療機関
（特別な関係がある場合は除く）へ訪問
看護を依頼した場合は、診療情報提供料
（Ⅰ）で算定します。
Ｑ５　自院と特別の関係にある訪問看護
ステーションに指示書を交付した場合、
訪問看護指示料は算定できるか。
Ａ５　算定できます。ただし、自院と特
別の関係のある医療機関が訪問看護を行
っている患者については、同一月に訪問
看護指示料は算定できません。

　

山
岳
救
助
隊
の
人
命
救
助

を
描
い
た
映
画
「
岳―

ガ
ク

―

」
を
ご
案
内
し
ま
す
。
名

峰
日
本
ア
ル
プ
ス
を
舞
台
に

繰
り
広
げ
ら
れ
る
、
山
岳
救

助
隊
と
そ
の
仲
間
た
ち
、
登

山
者
と
の
心
の
交
流
と
人
間

讃
歌
が
テ
ー
マ
で
す
。

　

現
在
、
中
高
年
の
間
で

は
、
急
激
に
登
山
ブ
ー
ム
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

時
代
、
年
齢
、
季
節
を
問
わ

ず
山
に
魅
了
さ
れ
る
人
た
ち

も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

そ
し
て
そ
の
裏
に
は
、
遭

難
事
故
に
対
し
て
、
人
命
救

助
の
た
め
命
が
け
で
職
務
に

当
た
る
救
助
隊
が
い
ま
す
。

年
間
登
山
人
口
は
１
２
３
０

万
人
、
遭
難
事
故
者
数
は
２

０
０
０
人
と
推
計
さ
れ
る
背

景
も
あ
り
ま
す
。

　

映
画
で
は
、
山
の
天
候
急

変
の
恐
ろ
し
さ
、
人
命
救
助

隊
の
過
酷
な
日
常
訓
練
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
主
人
公
は

山
岳
救
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

島
崎
三
歩
と
い
う
若
き
男

性
。
山
岳
救
助
警
察
隊
や
登

山
者
た
ち
と
の
温
か
い
交
流

な
ど
見
ど
こ
ろ
満
載
で
す
。

　

無
謀
な
自
己
責
任
に
よ
る

遭
難
者
や
救
助
を
求
め
る
登

山
者
た
ち
を
「
な
ぜ
、
そ
こ

ま
で
し
て
命
が
け
で
救
助
を

す
る
の
か
」
と
、
鑑
賞
す
る

人
た
ち
に
常
に
問
い
か
け
て

い
ま
す
。

　

人
命
救
助
に
よ
る
２
次
災

害
防
止
に
努
め
る
救
助
隊
責

任
者
の
苦
悩
や
、
遭
難
者
を

発
見
す
る
ま
で
の
大
変
な
予

測
能
力
と
行
動
力
も
見
ど
こ

ろ
で
す
。
救
助
で
は
、
生
存

者
と
息
絶
え
た
死
亡
者
と
の

対
応
の
違
い
、
重
傷
を
負
っ

て
も
命
を
優
先
に
す
る
難
し

さ
な
ど
、
普
段
報
道
さ
れ
な

い
こ
と
ま
で
興
味
深
く
描
い

て
い
ま
す
。

　

危
険
地
域
は
公
的
な
救
助

隊
が
撤
退
し
、
最
前
線
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
任

せ
、
救
助
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
も

派
遣
契
約
担
当
者
任
せ
で
あ

る
こ
と
も
知
れ
ま
す
。
公
的

救
助
隊
関
係
者
に
は
、
で
き

る
限
り
責
任
を
負
わ
せ
な

い
、
中
央
官
庁
の
体
質
も
露

呈
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

殉
職
者
が
絶
え
な
い
現
実
も

生
々
し
い
で
す
。

　

鑑
賞
す
る
人
た
ち
に
「
人

間
愛
」「
責
任
者
と
し
て
の

統
率
能
力
」「
山
の
魅
力
と

命
と
の
背
中
合
わ
せ
」「
命

の
尊
さ
」
を
訴
え
て
お
り
、

鑑
賞
後
は
「
最
後
ま
で
あ
き

ら
め
な
い
心
」「
山
で
得
た

友
人
愛
」「
職
務
を
全
う
す

る
責
任
」
を
強
く
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

　

映
像
は
、
美
し
い
中
央
ア

ル
プ
ス
の
風
景
。
雪
山
、
山

頂
を
極
め
た
人
の
み
ぞ
知

る
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
迫
力
あ

る
自
然
の
壮
大
さ
も
表
現
し

て
い
る
作
品
で
す
。

　

主
な
出
演
者
の
小
栗
旬
さ

ん
、
佐
々
木
蔵
之
介
さ
ん
、

長
澤
ま
さ
み
さ
ん
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
持
ち
味
を
フ
ル
に
発

揮
し
て
い
ま
す
。

　

山
の
自
然
美
に
引
き
込
ま

れ
る
か
、
そ
れ
と
も
人
命
救

助
隊
の
活
躍
に
拍
手
を
贈
る

か
、
あ
な
た
な
ら
ば
、
ど
の

よ
う
な
受
け
止
め
方
を
さ
れ

る
で
し
ょ
う
。
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日　時　６月12日（日）10時～17時
会　場　協会会議室
参加費　5000円（昼食・資料代含む）
テーマ　審査・減点の現状と対策、
保険診療と保険請求の要点、新規開
業に必要な税務対策、開業時の労務

新規開業、開業予定の先生方へ
６カ月指導対策は万全ですか？

お申し込み、お問い合わせは、
 ☎078－393－1817　まで

新規開業医研究会新規開業医研究会

保険医年金ご加入の皆さまへ

５月１日から第一生命が加わりました
　保団連・協会は、「保険医年金」ご加入者に安心、信頼してご利用いただける
よう、国内大手生保会社の受託拡大を行い、制度の一層の健全運営に努力してい
ます。
　「保険医年金」の運用受託は、三井、明治安
田、富国、ソニー生命の４社に加え、３月１日
から新たに日本生命、太陽生命が加わりました
が、さらに、５月１日付けで第一生命が加わり
ました。生保各社の受託割合は右の通りとなり
ます。
　なお、今回は新規の運用受託を先行しており
ますので、今春の「保険医年金」加入のご案内
は、従来通り三井、明治安田、富国、ソニー生命の４社が行いますので、ご留意
ください。

予定利率（最低保証利率）は1.258％
　今回の運用受託会社拡大による、「保険医年金」の予定利率（最低保証利率）
の変更はありません。予定利率は1.258％（３月１日～８月31日適用）です。
　現在、春の共済制度普及期間に取り組んでいます。この機会に、ぜひご加入い
ただけますようお願いいたします。

お問い合せは、協会共済部（☎078－393－1805）まで

受託会社 引受割合
三井生命（幹事） 34.19％
明治安田生命 32.91％
富国生命 14.90％
日本生命 10.00％
太陽生命 5.00％
第一生命 2.00％
ソニー生命 1.00％

　

協
会
文
化
部
は
４
月
29
日
、

春
の
ハ
イ
キ
ン
グ
「
布
引
の
滝

か
ら
ハ
ー
ブ
園
へ
」
を
開
催
。

会
員
・
家
族
ら
８
人
が
参
加

し
、
新
緑
が
芽
吹
く
自
然
を
満

喫
し
た
。

　

布
引
の
滝
は
、
前
々
日
の
雨

で
水
し
ぶ
き
を
感
じ
る
ほ
ど
の

水
量
で
、
子
ど
も
も
大
喜
び
だ

っ
た
。
そ
の
後
、
７
万
５
千
株

の
ハ
ー
ブ
や
花
が
楽
し
め
る
布

引
ハ
ー
ブ
園
を
散
策
し
、
お
弁

当
を
食
べ
な
が
ら
交
流
。
帰
り

は
、
神
戸
市
を
一
望
で
き
る
山

頂
か
ら
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
乗

り
、
景
色
を
楽
し
ん
だ
。

リニューアルオープンしたハーブ園で記念撮影

慢性難治性疼痛に対する薬物療法について
日　時　７月９日（土）15時45分～18時 　会　場　県農業会館11階111号室
講　師　神戸大学医学部附属病院麻酔科講師　高雄由美子先生
参加費　無料

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817　石本・山田まで

薬科部研究会

文化部　春のハイキング

布引きの滝布引きの滝ととハーブ園ハーブ園をを楽しむ楽しむ
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はじめに
　2007年の成人麻疹の流行、2007～08年
の大学キャンパスでの百日咳の流行、
2009年のパンデミックと、感染症の流行
が続き、昔からある感染症がいまだにコ
ントロールされず流行を繰り返し、医療
費の高騰から予防医学としてワクチンに
対する期待が高まっている。
　しかし、ワクチンで撲滅できた疾患は
天然痘だけである。
　最近増加している成人百日咳につい
て、解説する。

１、百日咳のサーベイランス
　百日咳は、乳幼児にとって窒息による
呼吸障害や脳症を合併する重要な感染症
である。百日咳のサーベイランスとワク
チン開発に関して、図１に示した。
　1950年代には、百日咳による死亡例は
毎年２千例近くの報告が認められてお
り、1950年から百日咳ワクチンが開発さ
れ接種が始まり、ジフテリア、破傷風の
トキソイドとの三種混合ワクチンが開発
され、1968年から定期接種のワクチンに
組み込まれた。
　開発当初の百日咳ワクチンは、全菌体
不活化ワクチンで、接種後の局所反応、
発熱を含めた全身反応が強かったが、百
日咳が流行している時期には受け入れら
れ、接種率の上昇と共に患者報告例数は
減少し、1974年には死亡例の報告はなく
なった。
　しかしながら、1974～75年と立て続け
にDPTワクチン接種後の死亡例が２例報
告され、DPTワクチンの接種は一時中断
され、DTもしくはDPTで２歳からの接
種となった。接種率は低下し、百日咳の
報告例数は増加に転じた。
　ワクチンには高い安全性が求められ、
副反応の少ないワクチンへの改良が進
み、1981年には百日咳菌の感染防御に関
連する百日咳毒素（pertussis toxin：
PT）、繊維状赤血球凝集素（filamentous 
hemagglutinin;FHA）等を精製した無細胞
型百日咳ワクチンとジフテリア・破傷風
トキソイドとを混合した沈降精製三種混
合ワクチン（DTaP） が開発された。
DTaP接種後では発熱等の副反応の出現
率は極めて低く、DTaP接種率も90％近
くになり百日咳患者報告数は減少してき
た。
　しかしながら、新たな問題点として免
疫能の持続は５～10年で、成人層での百
日咳が増加し、家族内感染でDTaP接種
前の乳幼児、新生児への感染が増加して
いる。

２、百日咳の診断
　近年、成人百日咳の増加が注目され、
大学キャンパスでの流行も報告されてい
る。成人百日咳は典型的な症状を認める
ことは少なく、２週間以上続く慢性、遷
延性の咳で医療機関を受診することは少
なく、受診しても百日咳は乳幼児の疾患
で、成人では百日咳の疑いすら抱かれて
いない。

百日咳の実験室診断

北里生命科学研究所所長　 中山　哲夫先生講演

―お父さん・お母さん！その咳大丈夫？―

　また、確実な診断法はなく、遺伝子診
断法も開発されてはいるが一般には普及
していないため、的確な診断がなされて
いない。そのため、成人百日咳の実態が
明らかとなっていないのが現状である。
　典型的な家族内感染の例の遺伝子診断
の結果を、図２に示した。百日咳の遺伝
子診断は、Loop mediated isothermal 
amplification（LAMP）法で60分以内に結
果を判定できる。
　３週の新生児で、発熱と咳で受診し気
管支肺炎の診断で入院した。 入院後
whoopingとともに無呼吸を起こし、百日
咳が疑われた。患児の後鼻腔拭い液から
は、発症26日まで百日咳菌のDNAが検出
された。
　家族内感染で、姉と母親は患児の入院
前から長引く咳を認めていた。しかし、
姉と母親の後鼻腔拭い液から遺伝子は検
出されなかった。
　成人、年長児では過去にDTaPワクチ
ン接種の既往があり、感染しても排出期
間、菌量も少ないために菌分離、遺伝子
検出率は低い。乳幼児では、抗体反応は
鈍く直接的な菌分離、遺伝子検索が有用
であるが、成人では血清診断に頼ること
になる。
　しかしながら、ワクチン接種の既往が
あるために、単一血清ではワクチン免疫
か自然感染か判定することは困難であ
り、ペア血清での凝集素価の上昇、PT
抗体の上昇を確認することにある。ワク
チン成分に入っていない抗原に対する抗
体価を測定することで診断が可能である
が、一般には普及していない。

３、 DT接種時期にDTaPが使え
るようにするために

　成人の百日咳は、ワクチン接種前の乳
幼児への感染源となり、成人百日咳の制
御は大きな課題となる。欧米では、成人
百日咳の増加とともに乳幼児への感染が
明らかとなり、米国ではDTaP初回免疫
３回、初回免疫の追加接種１回、６歳時
の５回目の接種だけでなく、10歳代を対
象に破傷風の成分は同量で百日咳、ジフ
テリアの成分を減少させたTdapワクチ
ンの追加接種を推奨している。
　わが国では、乳幼児期の初回免疫と追
加接種の計４回の接種以降は、百日咳の
コンポーネントを含んだワクチン接種は
行われていないため、成人に達するまで
に追加接種を検討する必要がある。
　新たにTdapを開発するには時間がか
かるため、現状のDT接種をDTaPに変更
し百日咳成分を含んだワクチンを追加接
種することが有効な方法と考えられ、そ
の有効性と安全性を評価するために臨床
試験を実施した。
　かつて、DTaPは５社が製造しており
（現在４社）、ジフテリア、破傷風トキ
ソイド成分は各社同じ濃度であるが、百
日咳の成分は２成分が２社、多価抗原タ
イプが３社（現在２社）と抗原の種類だ
けでなく濃度にも差が認められる。
　DT0.1mlは安全に接種されており、
DTaPを0.2mlにすると破傷風トキソイド

の 量 は 同 量 でPT（1.2-9.4ug）、FHA
（9.4-20.6ug）となり、外国のTdap　PT
（2.5-8ug）、FHA（5-8ug）とほぼ同等と
なる。DTaP0.2ml接種群での局所反応の
出現頻度は、DT0.1ml接種群と比較して
そのリスク比は1.13（95％CI;0.97-1.30）
で差は認めなかったが、DTaP0.5ml接種
群では1.34（95％CI;1.18-1.53）とDT0.1ml
接種群より局所反応の出現率が高くな
る。
　個々の局所反応として、発赤、腫脹、
疼痛、熱感、かゆみの出現頻度を図３に
示した。DTaP0.2ml接種群とDT0.1ml接種
群の有害事象の出現頻度のリスク比を検
定し、DTaP0.2ml群はDT0.1ml接種群に比
べ て 腫 脹 の 出 現 率 が1.31倍（95％

CI;1.04-1.65）高くなるが、他の症状の出
現率には差を認めなかった。
　一方、DTaP0.5ml接種群はDT0.1ml接種
群と比較して発赤の出現頻度は1.33倍
（95％CI;1.10-1.60）、腫脹の出現頻度は
1.40倍（95％CI;1.12-1.75） となり、熱
感、疼痛は1.62倍（95％CI;1.33-1.98）、
1.59倍（95%CI;1.19-2.13）に増加した。
　臨床試験の結果、DTaP0.2ml接種は現
行のDT0.1mlの接種と同等の安全性を示
し、ジフテリア、破傷風に対する抗体も
DT0.1ml接種と差は認めず、百日咳に対
する抗体反応も0.5ml接種と同等の免疫
原性を示し、DTaP0.2ml接種に移行する
ことで百日咳のコントロールに貢献でき
るものと考えられる。

生後３週　　主訴　発熱、咳、
　細気管支炎の診断、whooping＋、無呼吸
姉、母に長引く咳が認められていた。家族のLAMP法は陰性
乳幼児：菌分離、遺伝子診断＞血清診断
成人 　：菌分離、遺伝子診断＜血清診断

図１　百日咳の罹患者、死亡例数の変化とワクチン

図２　家族内感染百日咳の診断

図３　DTaP0.2ml、0.5ml、DT0.1mlの接種試験の局所反応出現のリスク比


